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赤坂宗光, 石濱史子, 角谷拓 and 藤田卓. (2013). 絶滅危惧植物の分布と保全区域とのギャップ：レッドリストランクに注目して. 日本生態学会第60回大会講演要旨集.
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Kadoya, T., Takenaka, A., Ishihama, F., Fujita, T., Ogawa, M., Katsuyama, T., Kadono, Y., Kawakubo, N., Serizawa, S., et al. (2014). Crisis of Japanese vascular flora shown by quantifying extinction risks for 1618 taxa. PLoS ONE, 9(6), e98954. doi:10.1371/journal.pone.0098954
現状では保護区内の保全効果は必ずしも高くないことも考慮すべき（個体数減少防止確率が特別地区で22％、特別保護区で62％）
⽇本植物分類学会と環境省は約500名の調査員の協⼒の下、1994-1995年と2003-2004年に国内のほぼ
全域を対象として維管束植物の個体数分布調査を実施しました。調査は、全国を約10km x 10kmに区切った 調査区（地域標準2次メッシュ：4473区）ごとに、調査員がメッシュ内の絶滅危惧維管束植物種の個体数を 記録しました。2回の調査において個体数の記録が得られたのは1618種（亜種を含む）にのぼり、少なくと も1種以上の分布が記録された調査区数は3574区（全国の約80％相当）でした。
本研究では、この調査結果をもとに国内1618種の絶滅リスクの定量的な評価を⾏いました。これは植物を
対象とし、全国規模で定量的な絶滅リスクの評価を⾏ったものとしては世界で初めての試みです。絶滅リス クの評価にあたっては、それぞれの調査区において種ごとに記録された2つの情報を利⽤しました。⼀つは、 第2回調査時(2003-2004年）の個体数（現存個体数）、もう⼀つは、2回の調査の間での個体数の増減（10 年あたりの個体数変化率）です。
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